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かさいほうちき
火災報知器（

かさい
火災を　

し
知らせる　

きかい
機械）

でんち

電池は、　10
ねん

年に　
いちど

一度
こうかん

交換しましょう。

しんしつ

寝室（ベッドルーム）
できる　かぎり　

か ぐ

家具は　
お

置きません。

つり
さ

下 げ る　
ほうほう

方法 の　
しょうめいきぐ

照明器具 を　
ちょくせつ

直接　
てんじょう

天井に　つける　
しょうめいきぐ

照明器具に　
こうかん

交換しましょう。

まど
窓ガラスに　ガラスが　

と

飛び
ち

散るのを
ぼうし

防止する　フィルムを　はりましょう。 

スリッパや　くつは、
しんしつ

寝室にも　おいて　
おきましょう　

じしん

地震が　
お

起きたときに　じょうぶな

テーブルの　
した

下は　
あんぜん

安全です。

テーブルの　あしには、すべり
ど

止め、

また　テーブルの　
した

下には、
かいちゅうでんとう

懐中電灯を　
と

取り
つ

付けて　おきます。

かんしん
感震ブレーカー　の

せっち

設置

ダイニングデーブル

ねんちゃく

粘着マット
ねんちゃく

粘着マット

しましょうしましょう

うご

動かないように
うご

動かないように
ロープなどでロープなどで

しょうめいきぐ
照明器具　

お

落ちるかも　しれません。

つり
さ

下げる　
ほうほう

方法の　
しょうめいきぐ

照明器具を　
ちょくせつ

直接
てんじょう

天井に　つける　
しょうめいきぐ

照明器具に　
こうかん

交換しましょう。 

じしんよう

地震用の　
こて い き ぐ

固定器具で
しょっきだな

食器棚などを　
こてい

固定して　たおれたり
お

落ちてきたりするのを　
ふせ

防ぎます。

しょうかき
消火器の　

せっち

設置と　
かくにん

確認を
わす

忘れないように　しましょう。　

　2-5　
え き じ ょ う か

液状化に　ついて　2-5　
え き じ ょ う か

液状化に　ついて 　2-6　いつも　
じ し ん

地震の　
じ ゅ ん び

準備を　しましょう　2-6　いつも　
じ し ん

地震の　
じ ゅ ん び

準備を　しましょう
　
えきじょうかげんしょう

液状化現象とは、
じめん

地面が　
じしん

地震に　よって　より
つよ

強く　ゆらされると、
つち

土の　つぶが　
みず

水と　まざって　
みず

水のように　やわらかく　なることを　いいます。
えきじょうか

液状化が　
お

起こると　
たてもの

建物が　かたむいたり、

しずんだりして、
おお

大きな　
ひがい

被害が　
お

起きます。

　
ふる

古い　
たてもの

建物（1981
ねん

年よりも　
まえ

前に　
た

建てられた　
たてもの

建物）や　へいは、
じしん

地震の　
ひがい

被害を　
う

受けやすいことが　
おお

多いです。そのため、
ふる

古い　
たてもの

建物などが　
おお

多い　
ち く

地区では、あぶなさが　
おお

大きく　なっていることが　あります。

えきじょうか

液状化の　しくみ
えきじょうか

液状化の　しくみ

判定区分
えきじょうか

液状化の　あぶなさの　
はんていくぶん

判定区分

えきじょうかきけんど

液状化危険度
たか

高い
ひく

低い

いえ

家の　
じしん

地震に
たい

対する　
つよ

強さを　
かくにん

確認し、
じしん

地震に　
つよ

強い　
いえ

家に　しましょう。

●
し

市の　
じしん

地震に　
つよ

強くする　とりくみも　
りよう

利用して、
いえ

家の　
じしん

地震の　
つよ

強さの　
かくにん

確認や、
じしん

地震に　
つよ

強くする　そなえや
　へいの　

あんぜん

安全への　そなえを　しましょう。

※ お
かね

金を　
う

受け
と

取ることが　できる　しくみには　いろいろな　きまりが　あります。
こうじ

工事を　する
まえ

前に　お
といあわ

問合せ
さき

先に　たずねて　ください。
　

●
き

木で　できた　
いえ

家の　
じしん

地震の　
つよ

強さ　
しら

調べ（0
えん

円）
　（1981

ねん

年 5
がつ

月より　
まえ

前に　できた　
もくぞう

木造の　
いえ

家）
●

き

木で　できた　
いえ

家を　
じしん

地震に　
つよ

強くしたり　バリアフリーの
　

いえ

家に　
へんこう

変更するために　
う

受け
と

取ることが　できる　お
かね

金の　しくみ

お
といあわ

問合せ
さき

先：
と し せ い び ぶ

都市整備部 
じゅうたくか

住宅課（
でんわ

電話:0748-24-5669）

●
き

木で　できた　
こじん

個人の　
いえ

家に　
じしん

地震に　
つよ

強い　シェルターを
　

ひろ

広める　しくみ

お
といあわ

問合せ
さき

先：
そうむぶ

総務部 
ぼうさ い き き か んりか

防災危機管理課（
でんわ

電話:0748-24-5617）

●
いえ

家を　
じしん

地震に　
つよ

強くする　
れい

例

0＜PL≦5PL＝0 5＜PL≦15 15＜PL
えきじょうか

液状化による　
ひがいはっせい

被害発生の
かのうせい

可能性は　とても　
ひく

低い

えきじょうか

液状化による　
ひがいはっせい

被害発生の
かのうせい

可能性は　
ひく

低い

えきじょうか

液状化による　
ひがい

被害が　
はっせい

発生する　
かのうせい

可能性が　ある

えきじょうか

液状化による　
ひがい

被害が　
はっせい

発生する　
かのうせい

可能性が　
おお

大きい

じしん

地震のあと
じしん

地震のとき
じしん

地震の
まえ

前

●
じしん

地震に　そなえるための　へいの　とりこわしや　
しゅうり

修理する
　ときの　お

かね

金の　
えんじょ

援助（
に

逃げるために　
き

決められている
　

みち

道にある　あぶない　へいの　とりこわしや　
しゅうり

修理）

お
といあわ

問合せ
さき

先：
と し せ い び ぶ

都市整備部 
けんちくしどうか

建築指導課（
でんわ

電話:0748-24-5656）

「つないでいる
ところ」を　

つよ

強くする

「
や ね

屋根」を　
かる

軽い
ざいりょう

材料に　する

「
ふる

古い　
ざいりょう

材料」を
とりかえる

「
たてもの

建物の　
どだい

土台」の
つよ

強さを　
おお

大きくする

「
かべ

壁」の　
つよ

強さを
おお

大きくする

「へい」の
あんぜん

安全への
そなえ

えきじょうか

液状化の　
き け ん ど ぶ ん ぷ ず

危険度分布図
えきじょうか

液状化の　
き け ん ど ぶ ん ぷ ず

危険度分布図

　
すな

砂の　つぶ
どうし

同士が　はなれて　
みず

水に　
ういた　

じょうたい

状態

　
すな

砂などの　つぶが　お
たが

互いに　くっついていて、
その　

あいだ

間に　
みず

水がある　
じょうたい

状態

　バラバラに　なった　
すな

砂の　つぶが　
しずんで、

じめん

地面に　
みず

水が　
で

出てくる

PL 
ち

値による　
えきじょうか

液状化
あぶなさの　

はんてい

判定

えきじょうか

液状化の
きけんど

危険度が　とても
ひく

低い（PL=0)

えきじょうか

液状化の
きけんど

危険度が　
ひく

低い（0＜PL≦5）

えきじょうか

液状化の
きけんど

危険度が　
たか

高い（5＜PL≦15）

えきじょうか

液状化の
きけんど

危険度が　とても　
たか

高い（15＜PL） ※PL
ち

値とは、
ちしつちょうさ

地質調査の　
けっか

結果を　
きほん

基本に　
えきじょうか

液状化の　
きけんせい

危険性を　
しめ

示した　あたい　

　です。PL
ち

値が　
たか

高く なるほど、　
えきじょうか

液状化の
きけん

危険が　
おお

大きくなります。

はん

凡　
れい

例

こくどう

国道・
けんどう

県道

おうみてつどう

近江鉄道

JR

ちいきかい

地域界

おも

主な　
かわ

川


